
 

  会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって一つとされ、 

  共に主を礼拝いたしましょう。 
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どうか、希望の神が、信仰によるすべての喜びと平安であな
たがたを満たし、聖霊の力によって希望にあふれさせてくだ
さいますように。          （ローマ15章13節） 

 今日も、ホノルル教会の聖書通読箇所からのメッセージ

です。これを機に、聖書通読と祈りの時間（ディヴォーシ

ョ）を持つことをお勧めします。 

 ディヴォーショは、神との一対一の関係の中で持たれる

ものです。と同時に、何人かで一緒にディヴォーショを持

つことも恵みが拡がります。個人のディヴォーショを基本

として、一緒にディヴォーショを持つこともお勧めです。 

 ディヴォーショがなかなか続かないという声がありま

す。継続することに関して、敗北感を味わう人も多いので

はないかと思います。どうしたら継続できるかということ

については、やはり皆さん同じ悩みを抱えているのでしょ

う。多くの読み物があり、工夫があります。 

 今度こそ！ と気合を入れて意志の力で継続しようとす

るよりは、自分の性格タイプにあった方法、自分ならでは

の型を発見した方がいいかもしれませんね。関真士牧師 

当教会は、正統的なプロテスタント教会です。エホバの証人、モルモン教、統一教会とは
一切関係がありません。カルトや宗教問題でお困りの方はご相談ください。 

風の吹くままに 



2021 年 1 月 10 日  

礼拝開始５分前からは、心を静める時間です。他の方の祈り、 

黙想の妨げにならぬよう席に着きましょう。 

Overture
前 奏

 & Worship
賛 美

 & Welcome
挨 拶

 

「主は我らの太陽」 

                   「私たちは一つ」 

「主我を愛す」讃美歌 461 番 

「ハレルヤ神の聖所」（今月の賛美） 
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Prayer
祈 祷

  

 

宣教支援献金 

Mission Offering 

 

Scripture
聖 書 朗 読

      Ⅰ列王記 19 章 1 節～8 節  1kings 

Message
メッセージ

      「癒しへの旅路」       関真士牧師 

 

Worship Song
賛  美

    「恵みアゲイン」 

 

Doxology
頌 栄

  

Benediction
祝 祷

  

Announcement
報 告

 

 

- 報 Announcement 告 - 

 会堂礼拝は、朝９時から始まります。オンライン礼拝も継続

して配信しています。 

 今朝は、洗礼式がありました。高本千夏さん、受洗おめでと

うございます！ 

 本日は、宣教支援献金があります。 

 教会への献金は、会堂にある献金箱に入れるか、オンライン

献金をご利用いただくか、チェックを教会に郵送してくださ

い。2207 Oahu Ave.   Honolulu,  HI  96822 

  スマートフォンからも献金が出来るようになりました。 

Call No: (808) 824-4773、type text message: give 

  礼拝メッセージの同時通訳があります。  

Translation System : (605) 562-0400 & Enter 5056437# 

  本日、12:30pm、執事会 

  教会の E メールアドレスが変わります。 

新アドレス  office@honoluluchristian.church   

 今週水曜日、ZOOM-祈祷会 10:00am 

 今週水曜日、ZOOM 聖書クラス ７PM 

 今週木曜日、ZOOM-弟子訓練 10:00am 担当：関牧師 

 今週金曜日、ZOOM ９AM 一緒にディヴォーショ 

 教会ウィークリーニュースは、毎月曜日に配信されます。メ

ールをチェックしてください。 

 平日、教会へ来られる方も、感染予防の為に予約が必要です。

973-4345（ナンシー）まで連絡をしてください。 



分かち合いのテーマ                                                                  Jan 10. 2021 

 

●スモールグループの心得  

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、否定しない、批判しない。そのままを受け入れよう。 

 

 

今日のメッセージ 「癒しへの旅路」 Ⅰ列王記 19 章 1 節～8節 関真士牧師 

                                  

                次週のメッセージ 「空の器を差し出す」Ⅱ列王記 4 章 1 節～7節 関牧師 

 

●分かち合いのポイント 

 

① エリヤの落ち込みをどう思いますか？ 共感するでしょうか。 

 

 

 

 

 

② 神がみ使いを通して語られた「起きて食べよ」という言葉、パンと水を用意してくれた行為、この言動

に、どのような神の御心を感じますか。 

 

 

 

 

 

③ エリヤは、結局は神の山に導かれました。神の「導き」とは、自分の気づかない、知らないところに有る

ものです。今、自分が神に「導かれている」ことに信頼することができますか。 

 

 

 

 

 

 

 

●賛美の御言葉 詩篇 150 篇 1，2 節     Psalm 150:1,2 

ハレルヤ。 神の聖所で 神をほめたたえよ。 御力の大空で 神をほめたたえよ。その大能のみわ

ざのゆえに 神をほめたたえよ。 その比類なき偉大さにふさわしく 神をほめたたえよ。 

Praise the LORD! Praise God in his sanctuary; praise him in his mighty heavens! Praise him for 

his mighty deeds; praise him according to his excellent greatness! 



列王記第一 19 章１節～8節 

アハブは、エリヤがしたことと、預言者たちを剣で皆殺しにしたこととの一部始終をイゼベルに告げ

た。すると、イゼベルは使者をエリヤのところに遣わして言った。「もし私が、明日の今ごろまでに、

おまえのいのちをあの者たちの一人のいのちのようにしなかったなら、神々がこの私を幾重にも罰せ

られるように。」彼はそれを知って立ち、自分のいのちを救うため立ち去った。ユダのベエル・シェバ

に来たとき、若い者をそこに残し、自分は荒野に、一日の道のりを入って行った。彼は、エニシダの

木の陰に座り、自分の死を願って言った。「主よ、もう十分です。私のいのちを取ってください。私は

父祖たちにまさっていませんから。」彼がエニシダの木の下で横になって眠っていると、見よ、一人の

御使いが彼に触れ、「起きて食べなさい」と言った。彼が見ると、見よ、彼の頭のところに、焼け石で

焼いたパン菓子一つと、水の入った壺があった。彼はそれを食べて飲み、再び横になった。主の使い

がもう一度戻って来て彼に触れ、「起きて食べなさい。旅の道のりはまだ長いのだから」と言った。彼

は起きて食べ、そして飲んだ。そしてこの食べ物に力を得て、四十日四十夜歩いて、神の山ホレブに

着いた。 

 

1kings 19:1-8 

Ahab told Jezebel all that Elijah had done, and how he had killed all the prophets with the 

sword. Then Jezebel sent a messenger to Elijah, saying, “So may the gods do to me and more 

also, if I do not make your life as the life of one of them by this time tomorrow.”  Then he was 

afraid, and he arose and ran for his life and came to Beersheba, which belongs to Judah, and left 

his servant there. But he himself went a day's journey into the wilderness and came and sat 

down under a broom tree. And he asked that he might die, saying, “It is enough; now, O LORD, 

take away my life, for I am no better than my fathers.” And he lay down and slept under a broom 

tree. And behold, an angel touched him and said to him, “Arise and eat.” And he looked, and 

behold, there was at his head a cake baked on hot stones and a jar of water. And he ate and 

drank and lay down again.  And the angel of the LORD came again a second time and touched 

him and said, “Arise and eat, for the journey is too great for you.” And he arose and ate and 

drank, and went in the strength of that food forty days and forty nights to Horeb, the mount of 

God. 

 

 

 


	1.10 (1)
	1.10

